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I はじめに
教育基本法前文の，日本国憲法の理想の実現は，「根本において教育の力にまつべきもので
ある」を引用するまでもなく，いかなる時代， いかなる国においても，人々の教育への期待や
願いは極めて大なるものがある。そしてこの教育に対する人々の期待は，ーにかかつて「良い
教師jへの期待で、ある。なぜなら，良い教師の良い教育は個人の生長発達と幸福を促進すると
同時に，その国の教育を左右し，その国の発展に大きく寄与すると言っても過言でないからで
ある。しからば一体良い教師とはいかなる教師であろうか。我々 は良い教師としてソクラテス
やペスタロッチや吉田松陰を知っているが，現代の教師においてはどうであろうか。
I 心に残る教師（1 ) 
私の講義 「教育原理」 の最後は 「教師論jで終わる。 「教育は人Jであるからである。昭和
60年2月，次のようなレポー卜を自由記述してもらった。 「私の心に残る一人の教師」として，
「教育は出会いである。今までお習いした幼稚園，小学校，高校（大学は除く）の先生のうち
で，今一番心に残って忘れることのできない先生は，どんな先生でしたか。また，その先生の
どんなことが心に残っていますかJと。「生徒の心に残って，忘れることのできない教師Jが，
「良い教師」であると考えたからである。
短大1年目の教職を志す女子学生全員311名が書いてく れた。これを整理してみると，次の
ような教師像が浮んだ。
I.小学校の先生をあげた者が85名，中学校の先生は116名，高校の先生は110名で，幼稚園
の先生をあげた者はいなかった。現在に近いせいか，青年期の多感のせいか， 反抗期で批判的
な傾向の強い時期であるにもかかわらず，案外中学，高校の先生をあげる者が多かった。それ
だけ青年期の中学校，高校の人間教育の重要性を示唆していると言えよう。
I.小学校，中学校，高校の学校種別で，「心に残る」良い教師については，多少の差異が
見られる。これは心身の発達段階の差異からきているものとみられる。
(1）小学校の場合は，5, 6年の担任の先生が最も多く，1, 2年の先生が次ぎ， 3, 4年
の先生が少ない。 5,6年の先生は男の先生，1 , 2年は女の先生が多い。学校ではこれらの
学年に経験の豊かな教師を配しているからだろうか。 年令はともに30歳－40歳ぐらいの中堅教
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しかも中学年に配するせいか数は師ということもうなずける。新米の先生は絶対数が少なく，
また校長や教頭は直接習わなかったせいか極めて少ない。少なく，
中学校の場合は，教科一担任ークラブ顧問の系列の教師が最も多く，次が教科一担任，(2) 
それだけ生徒教科 クラブ顧問で，教科だけの教師は少ない。教科だけを教える教師よりも，
また担任の果す役割が大きいことが注目されに接触する密度の濃い教師があげられているし，
る。教科では，多い方からあげると，保健体育一英語一数学一理科一養護教諭の順である。従っ
2年の教師は3年一 1年の順で，で保健体育一担任ークラブ顧問の教師が最も多い。担任は，
2年の教師よりも多い。進路などで3年の教師の方がし割に印象に残っていない。また 2'
相談に乗ってくれるためだろうか。 中学校では女の先生が少ないせいかあげられているのは男
の先生が多く， 年令は30歳後半から40歳前半の教師である。
高校の場合も，中学校とほぼ同じ傾向が見られる。 教科一担任 クラブ顧問の系列が最(3) 
も多い。教科は中学校よりもひろがっていて，多い方から保健体育一英語 数学一国語（現国，
古典は少ない） 一日本史音楽 家庭科の順である。英語または数学ークラブ顧問の教師をあ
げる者もいる。家庭科や国語などを除いて多くは男の先生で，年令は中学校より少し上って30
歳後半から50歳後半にわたっている。
m.「心に残る教師」すなわち「良い教師」の資質，特性については，生徒一人一人との関
その共通のものをあげると，係において多少の違いが見られるが，
(1）小学校の場合は，
きびしいがやさ しい。きちょうめんで，
一人一人を温かく包んで，良いところを伸ばしてくれた。
おもしろい授業をしてくれて，勉強が楽しかった。
ほめ上手，良いところを認めてほめてくれた。
???
???
一緒に遊んでくれた。本を読んでくれたり，
中学校の場合は，(2) 
何事にも一生懸命だった。授業では皆にわからせようと心を砕いた。
またやさしい指導をした。一緒になってきびしい，クラブや教科外の授業では，
分けへだでなく公平に接してくれた。
生徒の気持を理解して，親身になって相談にのってくれた。
??????
自分を人間として対等に扱ってくれた。
高校の場合は，(3) 
おもしろくユーモアがあった。わかりやすく丁寧で，授業はきびしいが，
??
クラブや教科外の指導はきびしかったが，終わればやさしく接してくれた。② 
③ 自分については成績よりも人物をみてくれた。
自分を一人の人間として認めてくれた。
個性豊かで，信念をもっていた。
人間味豊かで，④ 
⑤ 
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以上小学校，中学校，高校教師で、学生の見る教師像は違っているが，一般的に言えることは，
この相互教育をかつての愛と権威の関係でみるよりも，教育を生徒対教師の人間関係とみて，
のコミュニケーションを教育的に適切に操作することのできる人をもって 「良い教師」として
いることである。また「良い教師」については三つのタブーを持っていないこともわかった。
そして三つは学歴である。二つは年令，一つは男，女の区別，
心に残る教師（2)m 
今回の私と同じようなアンケート調査を東京朝日新聞社が行った。それは昭和61年5月に，
同日選挙（ 6月7日）の参議員議員（比例代表区）の立候補者についてである。質問は9つの
質問のうちの1つで，「あなたの小，中学校時代，最も印象に残った先生は，どんな人でしたか。
個人名でなく，人物像を具体的にお答え下さい」というものであった。我が国の政党は教育に
は極めて熱心で， それだけ政策論争ははげしいものがある。我が国民が教育に熱心だからであ
る。昭和49年（1974年）の参議員選挙では，教育が一大争点となり，自民党が教師聖職論，社
会党が教師労働者論，公明党が教師使命聖職論，民社党が教師聖職勤労者論，共産党が教師聖
職専門家論を掲げた。
回答率は80%であった。その政今回は27政党（243人）のうち，回答者22政党 (194人） で，
党政派を超えて共通にあげられる教師像は，
(1）資質，特性について
厳しい中に，人間味のある先生
ものわかりのよい，公平な先生苦労した，
ユーモアに富み，包容力のある先生
きちょうめんで誠実な先生せんさい，
公正で， 正義感が強く，行動力のある先生
内に厳しさと信念を持ち，愛情深い先生
????????
自分の人間性や人格をありのままにさらけ出してくれた先生
生徒に対し，教育について，(2) 
教職にあることに使命感をもち，研究熱心な先生
一人一人の人格や個性を尊重し，生徒の進路に助言を与える先生
貧困や成績などで生徒を差別せず，生徒を温かく包容する先生
生徒に人間として接し，良き相談相手となる先生
良いことはほめ，悪いことは厳しく叱る先生
生徒の身になって叱り， 涙を流して生徒を殴った先生
その教科が好きになった先生
学校以外でも生徒と一緒になって遊んだり，地域社会に出て生徒を指導する先生
楽しい授業をしてくれ，
?????????
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ここでは，学生の見た教師像と多く共通したものが見られるが，また社会的にも政治的にも
人生経験の豊かな立場から見た教師像が見られる。しかしいずれにしても， 「三尺退って師の
影を踏まず」や森 有礼の 「！｜頂良信愛威重Jの儒教風の教師像や，「山賊」とか「狸Jとかの
あだ名を奉って先生を敬愛した大正ロマンチック風とも別な教師像が浮ぶ。ここでは 「生徒を
っき離した厳しい師」よりも 「生徒に密着した心温かい教師」である。
U 良い教師（1)
「良い教師Jとは，生徒の 「心に残る」教師であるとして，上にのべた所であるが，そもそ
も改めて 「良い教師とは何ぞや」となると，これは極めて議論のあるところであって，一義的
には言えないところである。なぜなら一面では人生や人聞や教育に関し，他面では生活や経験
や政治経済に深くかかわって個人の価値感によるものであるからである。
デ、ュー イは，「すべての教師は，自己の職業の尊厳性・・ ・を実現すべきであり，かくして
こそ教師は常に神の予言者，真実の神の国の案内者である」（わが教育学的信条）といっている。
またケルシェンシュタイナーは，教育者というものは，その心の本質が一般の人とは異なるも
のであり，「真の教育者は， すべて彼の精神的基底として，教育的エロスを指し示すJ（教育者
の心）とのべている。かのシュプランガー は， 「ことばの最高の意味での人間形成者」（教員養
成論）といっている。
またアメ リカ公立学校の父と呼ばれたホレース・マン（1796 1859）は，理想の教師として，
「健全な教育をうけ，正確な言葉を使い，声にうるおいと力をもち・・ ・語るところは真理と
啓示にあふれ，絶えず礼節をわきまえ，協力を惜しまず，慈愛のために接する者を言わず語ら
ずの中に魅する力をもっている人 そういう人で教師はありたい。人を教えるという仕事は，
人間の活動の中で一番難しく，また一番深遠な学問なのである。そして，その根本は，子供へ
の愛であるJ（マサチューセッツ州教育マニュアル）といっている。
私どもが特別講義を受けた篠原助市博士は，教育者を，単に知識， 技能の伝達のみの教授者
と区別して，それと同時に人格の陶冶を自己の職分とするものを指すとして，その特に必要な
資質を次のようにあげている。（教育辞典，宝文館）
(1）教育愛 「与える愛」，すなわち他に奉仕し，あるものを他に与えんとする，しかも与
えて報いを期待しない犠牲的な愛である。これは人間平等の理念に根ざす同胞愛または人類愛
であって，教師は価値の体現者として生徒に対し，その可能の最大の価値発展を助成する「与
える愛」である。
(2）権威 教師の内的，人格的な権威である。権威は，教師が普遍的価値の体現者であると
ころから生ずる。生徒は，第1に教師に体現する価値への尊敬，嘆美に基く畏敬，第2に偉大
なるもの，カあるものに対する一種の畏れ，第3に自己の不完全無力の自覚より起る謙譲の感
情をふくむ。生徒は，教師の人格的権威に基いて自己形成をはかるもので，教育上生徒の自由
を強調する余り，権威を排斥するのは，教育の自殺である。
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(3) 自制力 教育は生徒への持続的影響であるから，永い忍耐と同様の態度を持する必要が
ある。これは自制力あるによって始めて成るものである。次に教育者は公平ならざるべからず，
秀いでたるものにも劣れるものにも同様の態度で，いささかの不公平もあってはならない。こ
れは，生徒に対する自然の感情を自制し得る教育者のみの能くするところである。また，教育
者は控え目ならざるべからず，自己の知っていることすべてを生徒の前に発表し，または自己
の長所を誇張して生徒に示す等は経験の乏しい教育者によく見る所であるが，教えたいこと，
示したいことも制限し，ただ生徒の心情に適合するもののみを与えるには，少なからざる自制
力を要す。さらに，教育者は公明ならざるべからず。自己のありのままを生徒の前に投げ出し，
ありのままの人格にて，教育する覚悟を有せさるべからず。しかもこれはまた自制力を持つ教
師にして始めて可能である。
(4）若々しい精神 教育者はいつも若々しい精神を有せざるべからず。固より未成熱という
意味ではなく，快活にして公明， 自由にして囚われず，常に活動的なりという意味である。若々
しい心のみが生徒の若々しさに同感し得，教師の若々しい心に生徒は自然‘に惹きつけられる。
ここに両者は密接に結合するのみならず，また生徒の興昧，要求に応じる教育的処置をとるこ
とができる。
(5）表現能力 教育者は，また自己の思想を巧みに表現する能力を有せざるべからず。教育
者の表現は，第1に明瞭にして，第2に徹底するを要する，明瞭は， 事物の明らかな認識より
起り，徹底は事物の価値に対する確信に基く。しかし，この巧みな表現とは，固より冗談，頓
智を交え，生徒を面白がらせることとは全く違う。面白がらせるより来る興味は，真の興味で
はなく，事物の明らかね認識とその価値に対する確信より起る興味のみが真の興味であって，
るや
このような興味は，決して言葉の彩より起るものではない。 表現能力は，一部は天菓に基き，
一部は練習によるものである。よい素質に恵まれずとも，練習によりある程度まで一定の表現
に熟すること，必ずしも不可能ではない。「前弁の雄弁」とは，このような練習の結果である。
(6) タクト（機智） 時と場の情況により，直ちにこれに応ずる適切な手段を感知し， かっ
適用し得る直覚的，実際的な能力であり，技術である。教育の実際においては，対象の生徒が
多様で個性的であり， 実際指導においては教育の理論通りには行かないのが常である。タク ト
はその性質上一般的法則により解明できるものでなく，自得すべきものである。教師は自ら自
己の行動を注意して観察し，反省し，経験の中で自然に感得すべきものである。
篠原博士は，教育者の資質について，このように理論的にも実際的にも説いていられるが、
特に注目すべきは，第1の教育愛と第2の権威についてである。教育愛は，与える愛であるが，
与えるのは自己が普遍的価値の体現者なるが故に始めて可能である。しかも価値は権威である
から，教育愛は権威であって同時に愛である。従って教育者の純粋な教育愛及び価値的態度は，
真の権威の二大支柱であるとして，教育の殿堂を聞く鍵は，「愛と権威の結合であるjとまで
言い切っている。
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V 良い教師（2)
現代教師の特質として，(1）公職者としての面（教員，労働者）， (2）専門家（プロフェッション）
の面（教師），(3）教育者の面（人間の教師，聖職者），の三層構造から，その総合としてとらえ
る見方が今日一般的である。（1）の面から，教育基本的第6条に，「法律に定める学校の教員は，
全体の奉仕者であって，自己の使命を自覚し，その職責の遂行に努めなければならないJとし，
学校教育法では，「教諭は児童（生徒）の教育を掌る」とされ，教育公務員特例法にもその職
責が示されている。 また教師労働者については，日本教職員組合の 「教師の倫理綱領（1952年
採択）Jがある。
しかし，私は教育を，教師対生徒の出会いの人間関係，それは愛情一尊敬信頼すなわち敬
一愛一信の結びつきの関係からとらえ，教師の資質や特性一一篠原博士がのべて余りないもの
であるが一一 「良い教師Jを例示したい。
(1) 人間の尊厳を信じること。人聞は神性をもっ，ルソーやペスタロッチやフ レー ベルのい
う通りである。それ自体宇宙における絶対的存在としての人格をもつから，尊厳なのである。
カントは， 「人格は，それ自身目的であって，決して手段ではないJと言っている。教育とは，
この尊厳性に磨きをかけることである。
(2）人間の可能性に期待をもつこと。 人聞は未知無限の可能性を秘めている。デ、ユーイは，
「人聞はどこまで進歩し，進化するかは，私は予言できない。猫の子は2千年たっても多分猫
であろうが」といっている。みんなが努力することによって，個人も社会も少しずつでも良く
なって行くという期待と信仰がなければ，本心からの積極的な教育はできない。
(3）生徒への関心が大きいこと。自分たちの世代を引き継ぎ，これをよりよく発展させるべ
き歴史的使命をもっ生徒に深い関心をもつこと。 これは感覚的，感傷的な生徒愛などとは全く
別な大きな使命感に基く教育愛である。
(4) 自ら情緒的に安定していること。教師の情緒不安定は，教育の一貫性，持続性を乱し，
教わる生徒も不安定にする。自らの人格的安定は，生徒に信頼される前提である。教師は自制
心が強く，気長く，ねばり強い気質を持つ必要がある。
(5）教えられる者の微妙な心の働きを感知し得るセンスを持っていること。教師は組いセン
スで，独善や自己満足におちいっていたら，生徒と心理的に離れるばかりである。
(6) 人を教えたり，世話をしたりすることが大好きであること。教育の仕事は，打算を超え
て生徒の成長に奉仕することで，始めて愛と信の教育関係が成り立つものである。 人の世話の
嫌いな，自己中心的で、協調性のない者や， ニヒリスティックで暗い性格の者は，教師としては
不適格である。
(7）人格的な生活信条を持つこと。教師は人間的に謙虚であると同時に絶えず自己研鎖に努
め，教育的信念をもつこと。ここに教師の権威と信頼が得られるものである。
(8）教える内容に愛着をもつこと。教師が楽しんで教えれば，生徒は喜んで学ぶものである。
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教師が好きだから，学ぶ学科が好きになりできるようになるものである。 吉田松陰は，「真に
教ふべきものありて人の師となり，真に学ぶものありて人を師とすべし」 といっている。
(9）分けへだでなく公平であり，公正であること，教師の心は，地より も海より も空よりも
広くありたい。生徒の美醜，善悪，出来不出来にかかわらず，温かく包容して，その長所， 美
点を伸ばすように努めれば，生徒の可能性は素直に芽をふき伸びて行くものである。 ドイツの
人格的教育学者クル卜・ケッセラーが，教師と生徒関係の相互性について，「真の自由教育者は，
生徒の中には尊き人間性潜むとの信仰をもってその基礎とし， これが方法は， 尊き精神を喚び
覚ますにあり， 尊き精神の潜まざる生徒は世に存するなし。生徒を信用し，この信用によって
生徒らに翻って汝を信用するに至らしめよ。生徒を愛し，これによって汝に対する生徒の愛を
喚び起せ，でき得る限り，生徒に自ら活動し得る機会を与えよ」といっているのは至言である。
u 真の教師
私は教師の仕事は，旅人の「ガイド」役か，彼等への「渡し守j役でないかと考えるときが
ある。高浜虚子の句に，
遠山に目の当りたる枯野かな 虚子
がある。遠山に秋田がぽっかり当って輝いているが，こちらは一面粛条たる枯野である。明暗
の対象がはっき りした枯野をたどるガイド。迷える者を連れもどし，疲れたる者を励ましなが
ら，一人でも落伍せぬよう絶えず気くばりを怠らぬガイド。そしてようやく希望の山へたどり
つくや，休む暇もなく又引き返して，次の旅人を励ましながら枯野をたどる。この事を倦まず
弛まず何度も伺度も繰り返していくのがガイドの仕事なのだ。また，希望や理想の彼岸にぜひ
とも渡ろうとする旅人を守って，安全無事を心がけて川を渡る渡し守。対岸を見，流れを見，
乗客を見ながら手練れの樟を操る。渡し終えたら，ホッとする間もなくヲ｜っ返してくる。次の
旅人が待っているからだ。
ガイドや渡し守は，旅人のためにはなくてはならない人であるが，地味な少しも目立たない
人であり，旅の通過点の人である。教師も，旅人として人生行路をたどる生徒のガイドや渡し
守でないだろうか。旅人はやがてガイドや渡し守の前を通過してさらに旅をつづける。ガ、イド
や渡し守はこれを見送って，後にとり残される。教師もやがては生徒に取り残される。そこに
教師の祖独がある。
中国の言葉に，「花は1年， 木は10年，人を植えるは百年」 とあるように，教師の仕事は，
生徒のために，目立たない， 平凡で長い長い実に辛抱のいる仕事である。これがこの教師の功
績だといって世に残るものは少ない。ただ一人一人の生徒の心に残るものだけである。それが
教師の喜びであり， 誇りである。 いやそれすらも，生徒の心に残らぬ，忘れ去られた教師が多
いのだ。参議院議員候補者からも 「特になし」 があった。しかし， このような平凡な教師が，
黙々として日本の教育を支えているのだ。 こんな句を作ったことがある。
言ふベく ば地の塩なれや下萌ゆる よしじ
18 磯貝：良 し、 教 師
平凡で孤独の教師を描いたものに，ドイツのエーリ ッヒ ・ケス卜ナーの 「私の子どもであっ
たころ」（高橋健二訳，岩波文庫）やイギリスのジェームズ・ヒルトンの「チップス先生さよ
うならJ（菊地重三郎訳，新潮社）がある。引用してみよう。
アウグスツス橋のたもとで，楽しい日をすごさせてくださってありがとうございました、
とわたしがお礼をいうと、先生はまた微笑しようと試みた。こんどはまず微笑になった。［ぼ
くは家庭教師になったら，申し分なく役に立っただろう」と先生はいった。 「3, 4人の子
どもの家庭教師と旅行世話人なら，りっぱにやりとげるだろう。だが30人の生徒では，ぼく
にとってお人だけ多すぎるJそういって先生は歩いて行った。わたしは先生を見送った。
とつぜん，先生は立ちどまって，もどってきた。「クライミングは大失敗だったよjと先
生はいった。「ぼくはきみ自身より以上にきみのことを心配した」「それでも楽しい日でした。
レー マン先生」そして先生はこんどはほんとうに帰って行った。孤独の旅びとはひとりで歩
いて行た。 （［私が子どもであったころj，傍点筆者）
ウイケットさん，客はグレグスンって子だったんが・・・・ アーム ・・・あなたは記憶し
たち
ていないかな。 背の高い眼鏡をかけた少年で，万事テキパキいかない性なんだ。アー ム， 国
際連盟の仕事を ・・・アー ム・ ・ しているらしいが，あの男の・ ・ あ一・・・・ のろく
ささもあすこなら，目立たないかも知れないな。ねえ ？J
そして点呼の鐘が鳴ると，彼は窓辺に行き，道を距てて，垣根越しに，生徒たちが細い列を
つくって机のそばを通って行くのを遠くに眺めることもあった。新しい年ごと，新しい名
前・・・ だが昔の教え子の名はいまもなお，心に浮ぶので、ある。 －ジェファスン，
ジェニング， ジョルヨン，ジャップ，キングズリ第l，キングズリ第2，キングズリ第3
キングストン ・・・・・ 今君たちは何処にいるのか。何処に行ってしまったのか？・
（『チップス先生さようならI，傍点筆者）
これらは，教師の平凡と孤独を文学としたものであるが，教師の平凡と孤独は， 1人ぼっち
で，世に容れられず，人にすねて謂狭不罵なるをいったものではない。いつもいつも，多くの
生徒のことも，一人一人の生徒のことも，生徒が自分自身のことを考える以上に考えるために，
手と心を空っぽにしておく人であり，世の控誉褒毘にかかわらぬペスタロッチの墓碑銘にある
「ALLESFOR ANDERE, FOR SrcH NICHTS J （無我の愛）の人である。この意味で，レー マ
ン先生やチップス先生のような平凡で孤独の教師こそ，真の教師ではあるまいか。
このような平凡で孤独な教師にも，温かい日の光る栄誉に輝く 日があることは，まことに有
難く嬉しいことである。 私はこの教育功績者叙勲の日に，敬愛する先輩に祝電を打った。
「キヨウイ クノ ミチヒトスヂニ キクカヲル」 イソガイ ヨシジ
この小論については，本学の故佐々木秀一教授の 「教師論」に負うことが極めて大きかった。
ここに深くお礼を申し上げ，先生のご冥福をお祈りいたします。
註1 ）引用論文は，多く文中に掲げた。
2）教育者，教員，教師，先生等については，特別の場合を除いて，「教師，または先生」とした。
3）被教育者，子ども，児童，生徒，学生等については，特別の場合を除いて 「生徒」とした。
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